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【さまざまな紅斑症】 
慢性遊走性紅斑(ECM)とボレリア感染症
ライム病の病因論

橋本喜夫、井川哲子
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●特集／さまざまな紅斑症

'慢性遊走性紅斑(ECM)とボレリア感染症
一ライム病の病因論一

Keywords：慢性遊走性紅斑(erythemachronicummlgrans)，ライム病ボレリア(Lymedisease
borrelia)，細胞性免疫反応(cellularimmunereaction）
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Abstract慢性遊走性紅斑(ECM)を含めてライム病はライム病ボレリア(Bo"e//ａｂｕ/gdor-

fe〃；Ｂｂ)による感染症であることは明確であるが，その病態生理の詳細は不明である．現

在までＥＣＭの適切な実験動物モデルは認められない．ＥＣＭの形成にはボレリアに対する

宿主の細胞性免疫反応が重要であることは，皮疹部の免疫組織学的検討から推察される．

ECM以後の皮膚リンパ球腫神経症状，関節症状などの後期症状への進展にはＢｂそのも

のの毒性に加えて，Ｂｂに対する宿主の特異的あるいは非特異的免疫反応や，サイトカイ

ンを介する反応，免疫複合体の関与などが複雑に絡み合っている．
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＊YbshioHASHnⅦOTO，〒078-8211旭川市１

条通24-11l旭川厚生病院皮膚科，部長

*＊TEtsukolGAWA，同

が，皮膚や関節の病変部からＢＯ"e"α”?:ｇｚｊｂ旅γｊ

(B6)が分離培養され，ライム病発生に関与するこ

とは確かである．ただし報告されている各臓器の

病変すべてがＢｂに由来するかは疑わしい．原因

菌のボレリア種はスピロヘータ目に属し,マダニの

中腸内で増殖し，長さ２０～30ｕｍ，幅0.2～0.3,(皿

のらせん状の菌で，約１０本の鞭毛を有し，flagel‐

lｉｎ蛋白を含む.Ｂ６はgenospeciesによる分類が行

われ,現時点ではＢｂ況域o碇γisensustricto(狭義

のＢ６)，Ｂ,gzzγ伽"，Ｂ”腕の３つの亜種が病原

菌として記載されており，それぞれの亜種によっ

て臨床症状が異なることが報告3)されている．

ヨーロッパでは３者すべて分布し，米国ではＢ・

”“0砿γjsensustrictoのみ，日本を含む東アジ

アではＢ・gzzγ”ｊとＢ嘘g腕が存在する.Ｂ､６"唇

伽擁γjsensustrictoは関節症状，Bgzzγ”#は神経

症状，且砿β腕は皮層症状，ことに慢性萎縮性肢

端皮層炎(acrodermatitischronicaatrophicans；

ACA)と関連すると言われる．ここではライム病全

体の病態をボレリア感染の観点から概説し，その

後ＥＣＭとポレリア感染の関連を述べる．

ライム病は起因菌のＢｏｗ"α”“01ｾγjsensu

lato(広義のＢ､伽噌Ｚｊひ'７tγj；Ｂ６)を保有するマダニ

類の媒介により生じる全身性感染症である．皮膚

症状として特徴的な慢性遊走性紅斑(erythema

Chronicummigrans；ＥＣＭ)やボレリアリンパ球腫

を生じ，全身症状としてはインフルエンザ様症状

(発熱，倦怠感，頭痛)，未治療で進行すれば顔面

神経麻輝などの神経症状，リウマチ様関節炎も呈

する．また循環器症状，眼症状なども起こりうる

疾患である．ライム病は現在，北米，ヨーロッパ，

アジアと広く分布し，米国では２０００年度だけで

17,000名以上の患者が発生している．本邦では

1887年に長野で１例目が報告')されて以来，主に

北海道，本州中部以北の寒冷地で200例以上の報

告がある．本邦のライム病2)は，現在のところ媒

介者(vector)はすべてＺ､此s〆湾況Jcα"s(シュルツ

エマダニ)の雌成虫であり，この生息地が本邦の好

発地域でもある．病態の機序の詳細は不明である












